
 

 

 

 

 

例会日=毎週火曜日 PM12：30 例会場=トヨタ博物館「小ホール」 

会長 青山和成 幹事 中川清子 会報 日野典子   事務局 TEL:0561-64-5446 

Email : a.nagakuterc@aurora.ocn.ne.jp     FAX:0561-64-5459 

ロータリー：変化をもたらす 
本日 第 686 例会 2017 年 9 月 12 日（火曜日)第 678 号 

 

＜本日のプログラム＞ Today’s Program    

 

    

歓迎  ガバナー公式訪問 
 

   

  

                                   

◇ 点 鐘                             

◇ ロータリーソング  「君が代」「奉仕の理想」 

 

RI 第 2760 地区 

ガバナー 神野 重行 

RI 第 2760 地区 

 地区幹事 加藤 定伸 

RI 第 2760 地区 

地区副幹事小酒井比呂志 

前回 第 685 回例会 2017 年 9 月 5 日（火曜日)記録 

＜ロータリーソング＞   「君が代」「奉仕の理想」 

 
 

＜出席報告＞  雀寿司 にぎり寿司 

 

員総数 19 名  

出 席 者 10 

 

名 出席率 53.00 ％ 前々回補正出席率 86.50 ％ 

 

 

＜会長挨拶＞                                                                            

愛知長久手ロータリークラブ  

会 長 青山 和成 
     

皆さんこんにちは最近ではやっと朝晩が涼しく成り住み易く成りましたがまだまだ

１０月くらいまでは昼間はかなり暑いです。うちの従業員達にも１０月くらいまでは

熱中症に十分注意する様に言っていますが皆さんもあまり若くなく年をとっているの

で風邪や熱中症など十分注意して下さい。それでは今日もこれだけは知っておきたい

「ロータリーの基礎」の７ページから９ページを読まさせて頂きたいと思います。 

                                                                    

「ロータリーの基礎」７～９ページ 

決議２３－２４とは 

 決議 23-24 は、「社会奉仕に関する 1923 年の声明」として『手続要覧』に掲載されています。一般的に決議 

23-24 といわれているには、これが、1923 年に開催されたセントルイス国際大会に提出された第 34 号議案であ

ったからです。1923 年に採択されたこの決議の原文は「目的に基づく諸活動に関するロータリーの方針を再確

認し、国際ロータリーとロータリークラブにおける今後の手引きとなる原則を定める件」となっています。決議 

23-24 はロータリーの目的に基づくすべての実践活動に対する指針であると同時に、ロータリーの二つの奉仕理

念をロータリー哲学として確定したドキュメントなのです。 

愛知長久手ロータリークラブ 
２０１７－２０１８ 

WEEKLY 



 

 決議 23-24 のことをロータリーにおけるバイブルとか般若心経に例える人がいます。ロータリーは宗教ではあ

りませんから、その例えは当を得ないとしても、決議 23-24 がロータリーにとって極めて重要なドキュメントで

あることは間違えのない事実です。 

 

決議２３－２４の第 1 条には、 

『ロータリーは、基本的には、一つの人生哲学であり、それは利己的な欲求と義務およびこれに伴う他人のため

に奉仕したいという感情とのあいだに常に存在する矛盾を和らげようとするものである。この哲学は奉仕―「超

我の奉仕」の哲学であり、これは、「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」と言う実践的な倫理原則に基

づくものである』と、『ロータリーの奉仕理念』が説かれています。 

第 2 条には、ロータリークラブの役割について 

① 奉仕の理論を団体で学ぶこと 

② 奉仕の実践例を団体で示すこと 

③ 奉仕活動の実践を個人で行うこと 

④ ロータリーの奉仕理念と実践を一般の人に受け入れてもらうこと 

第 3 条には、国際ロータリーの役割について、奉仕理念の育成と普及、クラブの拡大、援助、管理と情報伝達お

よびクラブ運営と社会奉仕の標準化。 

第 4 条には、ロータリー運動は単なる理念の提唱でなく、実践哲学。奉仕するものは行動しなければなりません。 

第 5 条には、クラブの自治権、クラブが地域社会に適した奉仕活動を選ぶ絶対的権限を持っています。但し、ロ

ータリーの目的に反したり、クラブの存続を危うくするような活動を禁止しています。 

第 6 条には、社会奉仕実践の指針として、他の重複する奉仕活動の禁止、大規模活動の制約、宣伝目的の活動の

禁止、奉仕活動の原則は個人奉仕であり、クラブが行う活動はサンプルに過ぎないと記載されています。 

“五大奉仕の定義” 

 ロータリー五大奉仕部門は、本ロータリークラブンの活動の哲学的および実際的な基準である。 

１．奉仕の第一部門であるクラブ奉仕は、本クラブの機能を充実させるために、クラブ内で会員が取るべき行動

に関わるものである。 

２．奉仕の第二部門である職業奉仕は、事業および専門職務の道徳的水準を高め、品位ある業務はすべて尊重さ

れるべきであるという認識を深め、あらゆる職業の携わる中で奉仕の理念を実践していくという目的を持つ

ものである。会員の役割には、ロータリーの理念に従って自分自身を律し、事業を行うことが含まれる。 

３．奉仕の第三部門である社会奉仕は、クラブの所在地域または行政区域内に居往する人々の生活の質を高める

ために、時には他と協力しながら、会員が行うさまざまな取り組みから成るものである。 

４．奉仕の第三部門である国際奉仕は、書物などを読むことや通信を通じて、さらには、他国の人々を助けるこ

とを目的としたクラブのあらゆる活動やプロジェクトに協力することを通じて、他国の人々とその文化や慣

習、功績、願い、問題に対する認識を培うことによって、国際理解、親善、平和を推進するために、会員が

行う活動から成るものである。 

５．奉仕の第三部門である青少年奉仕は、指導力育成活動、社会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕プロジェクト

への参加、世界平和の異文化の理解を深め育む交換プログラムを通じて、青少年ならびに若者によって、好

ましい変化がもたらされることを認識するものである。 

 この定義は当初、2007 年規定審議会において四大奉仕として採択された項目ですが、2010 年規定審議会にお 

いて、さらに第５項目の青少年奉仕(当時は新世代奉仕)が追加となり、五大奉仕となっています。ロータリー 

の奉仕理念と奉仕活動の実践の両面からの基準となっています。 

第一項ではクラブ奉仕の目的を、クラブの機能を充実させるためにクラブ内で会員が取るべき行動であると 

    規定しています。 

第二項では「ロータリーの目的」の中で述べている職業奉仕の目的を再揚すると同時に、ロータリーの奉仕理

念に基づいて事業を営むことが「会員の役割」として明記されています。職業奉仕における「クラブ

の役割」という文言を、定款上削除したことにも大きな意味があります。 

第三項では「目的」には直接記載されていない社会奉仕の定義が明記されています。その対象をクラブの所在

地域または行政区域内に限定しています。 

第四項では「ロータリーの目的」とはかなり異なった定義となっています。「他国の人々を助けることを目的

としたクラブのあらゆる活動」は RI 戦略計画・未来の夢計画を踏まえたものです。さらに国際理解、

親善、平和を推進するためのすべての活動をこれに加えることによって国際奉仕の活動を広げた解釈

となっています。 

第五項では指導育成活動、社会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕プロジェクトへの参加、世界平和と異文化の

理解を深め育むプログラムを通じて、青少年ならびに若い成人によって、好ましい変化がもたらされ

るとしています。 

奉仕理念確立の歴史 

物質的相互扶助から決別し、奉仕理念を確定した初期ロータリー活動は、例会内活動と例会外活動に分類でき  

 



 

ます。そして、例会内活動によって高められた心を持って、それぞれのコミュニティーに戻り、そこで奉仕活 

動の実践をするのが理想的なロータリーライフです。例会内活動は親睦を前提とした奉仕理念の研鑚、例会外 

活動は奉仕活動の実践と、明快に区別されていると同時に、先ず例会内活動において奉仕理念を研鑚した後に 

それぞれのコミュニティにおける例会外活動において、奉仕活動を実践するように順序づけられていました。 

この一連の流れを“Enter to learn, go forth to serve ”「入りて学び、出でて奉仕せよ」と表現しています。 

 その後、職業奉仕の理念確定し、対社会的活動が徐々に盛んになり、また、新たに国際的な活動が始まるに 

連れ、例会外活動を合理的に再編成しようという動きがでてきました。 

四大奉仕の制定 

 1927 年オステンド大会においてロータリーの組織管理の合理化が行われ、実践上または管理上の利便から 

 抜本的に再編成されて、四大奉仕(現在の五大奉仕)に基づいて委員会構成に変更されました。すなわち、目 

 標設定委員会(Aims and Objects Committee)の下にクラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕に委員会を 

置き、理事をそれぞれの委員会に充てるというものであって、現在の委員会構成の原形ともなるものです。 

この方法はイギリスのロータリー群で早い時期からパイロットプログラムとして試行されていたものが 

1927 年に RI によって正式採用されたものです。これによって、ロータリーの奉仕活動実践の実体と、クラ 

ブ管理運営の実体とがマッチして、奉仕活動の実践がやりやすいようになりました。 

 

＜委員会報告＞ 

 

【祝 福】 

 

 

 

 

 

 

■ニコボックス委員会■ 

・大月さん、中川さん誕おめでとうございます。本日はガバナー公式訪問打合せ・役割分担等   青山 和成 

 宜しく御願い致します。 

・本日はお誕生日のお祝いがあるそうでありがとうございます。ガバナー公式訪問の打ち合せ   中川  清子 

  を本日はよろしくお願いします。 

・中川さん、大月さん誕生日お目出とうございます。何才になられましたか？           丹羽 司一 

  本日もよろしくお願いします。 

・本日もよろしくお願い致します。                             冨田 盛義 

・本日クラブフォーラムよろしくお願いします。                       伊藤 広治 

・大月さん、中川さんお誕生日おめでとうございます。                    日野 典子 

・本日もよろしくお願い致します。                             田中 信子 

・皆さんこんにちは。毎晩めっきり涼しくなりました。大月さん、中川さんお誕生日        奥野  悦弥 

おめでとうございます。      

・本日もどうぞ宜しくお願いします。                             伊藤  真 

・本日もよろしくお願い致します。                             小谷 恒夫 

       “ ICBM の電磁パルスに強化策  キャブレター車
しゃ

にアナログ時計 ” 

 

＜幹事報告＞ 

① 本日例会終了後、第 3回理事役員会が行われます。理事役員の方は例会終了後お集まりください。 

② 次回例会 9/12(火)ガバナー公式訪問になります。会場は「サンプラザシーズンズ」です。本日クラブフォーラムに

て、集合時間・担当を決めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

③ 11/28(火)は会員卓話になっておりましたが、外部財団卓話に変更になりました。ご連絡のみさせていただきま 

す。 

④ 先週ご連絡いたしました、10/14WFF チラシを本日配らせていただきました。ご出欠ご案内につきましては来週

中にメールか FAXにて送らせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

 8 月 29 日 中川 清子 

  

    

   

   

              

    



                              

ハイライトよねやまより 
 

来春採用の奨学生募集がスタート 

2018 年4 月の新規奨学生募集が始まりました。各地区の米山奨学委員会からの報告により決定した指定校

は、全国で534（前年度532 校）。指定校からの被推薦者数は1,733 人（前年度1,748人）で、この中から新

規奨学生574 人*1 が選ばれます。*1 継続奨学生からの辞退者発生により変動有地区奨励奨学金（大学・大

学院以外の教育機関在籍者が対象）を導入した地区は12 地区で、指定校は23 校、そのうち初指定は2 校で

した。地区独自の選考基準（地区選考の目安）を提示したのは、34 地区中30 地区で、最も多かった要望は

「被推薦者の国籍が偏らないように配慮してほしい」、次いで「ロータリー活動への積極性」「日本語運用

能力」などが挙げられました。 

 

江ノ島海岸清掃活動を －第２７８０地区米山学友会－ 
第2780 地区（神奈川県横浜市・川崎市

以外）米山学友会主催の江ノ島海岸ク

リーンキャンペーンが7 月16 日に開

催され、米山奨学生・学友のほか、大

谷新一郎ガバナーをはじめとする同地

区ロータリアン、インターアクターな

ど、例年の2 倍の220 人が参加。海岸

清掃後はバーベキューを楽しみ、交流

を深めました。海水浴客からお礼の言

葉と共に、ロータリークラブについて

尋ねられるなど、ロータリーの広報に

も繋がる活動となりました。 

4 月に同学友会の会長に就任したばかりの宋一大さん（韓国／2015-17／相模原大野ＲＣ）は、新体制で主

催した初のイベントを終えて、「奨学生たちに日本での思い出をつくってあげることができて良かった。今

後、研修旅行や国際交流会なども予定しているので、奨学生自身が活動を楽しめるように、学友会としても

力を尽くしていきたい」と、抱負を語りました。 

 

 
          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 19 日(火) 9 月 26 日(火) 10 月 3 日(火) 10 月 10 日(火) 

 

同週祝日振替休会 

 

 

職場例会 

    

 

卓 話 

    祝  福 

 

同週祝日振替休会 

 

     

 (名古屋画像診断クリニック) (トヨタ博物館)  

 


